
広報WARABI ● 平成22年９月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.10km２

● ８月１日現在人口：71,956人  前月比   －60人
 　　　　　　　　　   男 36,754人　女 35,202人
　　　　　　　　　 世帯数：35,766
　　　　　　　　　 人口密度：14,109人／km２

2010/平成22年
わらび・708

蕨市初の女性消防団員３人が
防災演習でその雄姿を初披露
　今年４月に女性消防団員が誕生
しました。第一分団に配属され
た３人は先月22日、東小学校校庭で
開催した総合防災演習で他の団員
とともに放水訓練に参加。本番さ
ながらに真剣に取り組むその姿か
ら、「自分たちのまちは自分たちで
守る」その思いが伝わってきます。
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進
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

○
協
働
事
業
提
案
制
度
の
創
設

／
子
育
て
や
環
境
問
題
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
や
地
域
の
課
題

に
対
応
を
す
る
た
め
、
現
在
市
が

行
っ
て
い
る
事
業
や
市
民
の
皆
さ

ん
が
新
た
に
行
う
公
益
的
な
事
業

な
ど
に
つ
い
て
、
提
案
を
い
た
だ

き
、
市
と
の
役
割
分
担
の
下
、
新

た
に
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
更
な
る
地
域
力
の
創
造
」
で

は
、
市
民
活
動
の
情
報
発
信
や
支

援
の
拠
点
と
な
る
市
民
活
動
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）の
設
置
、

市
民
活
動
基
金
の
創
設
な
ど
も
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
「
職
員
の
知
恵
と
力

の
発
揮
」
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
向
け
た
職
員
の
行
動
姿
勢
の
宣

言
や
人
材
育
成
基
本
方
針
の
策
定

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
心
を
通

わ
せ
と
も
に
行
動
す
る
職
員
を
育

成
す
る
と
と
も
に
、
や
る
気
み
な

ぎ
る
少
数
精
鋭
の
市
役
所
を
目
指

し
ま
す
。ま
た
、「
自
律
し
た
行
財

政
運
営
」で
は
、計
画
的
で
透
明
性

の
高
い
行
財
政
運
営
を
基
本
に
、

広
告
事
業
の
推
進
や
債
権
回
収
の

強
化
な
ど
財
源
の
確
保
と
、
徹
底

し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る

歳
出
の
削
減
を
進
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
政
策
企
画
室
（
☎

433
・
７
６
９
８
）

町
会
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
た
地
域
力
で
す
。

　

地
方
分
権
が
進
む
な
か
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
最
も
身
近

な
自
治
体
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
行

政
だ
け
で
は
な
く
そ
こ
に
住
む
皆

さ
ん
の
力
を
含
め
た
地
域
の
総
力

「
地
域
力
」
が
問
わ
れ
る
時
代
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
策
定
し
た
プ
ラ
ン

は
、
蕨
市
の
優
れ
た
地
域
力
を
生

か
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の

皆
さ
ん
と
行
政
が
対
等
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
協
働
し
、
い
っ
し
ょ

に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

プ
ラ
ン
の
柱
は
３
つ
。
そ
の
中

心
と
な
る
の
が
「
更
な
る
地
域
力

の
創
造
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
実
現

す
る
柱
と
し
て
、
市
民
の
た
め
に

力
を
発
揮
す
る
職
員
を
育
成
す
る

「
職
員
の
知
恵
と
力
の
発
揮
」、

健
全
で
安
定
的
な
行
財
政
を
持
続

さ
せ
る「
自
律
し
た
行
財
政
運
営
」

を
掲
げ
、
具
体
的
に
は
こ
れ
ら
３

つ
の
柱
に
沿
っ
て
推
進
項
目
を
位

置
付
け
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
地
域
力
っ
て
何
？
」。
具
体
的

な
例
で
皆
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
公

園
の
管
理
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

公
園
を
誰
も
が
気
持
ち
よ
く
安
心

し
て
利
用
で
き
る
場
所
に
し
て
お

く
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
管
理

の
仕
事
が
必
要
で
す
。
そ
の
中
の

清
掃
や
花
壇
の
手
入
れ
な
ど
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
多
く
の
公
園
で

市
民
の
自
主
管
理
団
体
の
皆
さ
ん

が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
市
は
、
清
掃
用

具
の
購
入
費
を
助
成
し
た
り
、
自

主
管
理
団
体
で
は
で
き
な
い
植
木

の
剪せ

ん

定
や
遊
具
の
修
理
な
ど
を
し

た
り
し
て
い
て
、
市
民
と
行
政
が

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
担
う
こ
と

で
、
公
園
の
環
境
が
保
た
れ
て
い

る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
行
わ
れ
て
い
て
、

「
地
域
力
」
と
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
、
自
ら
暮
ら
す
地
域
を
よ
り

よ
く
す
る
た
め
に
い
き
い
き
と
活

動
し
、
行
政
は
そ
の
活
動
を
し
っ

か
り
支
え
て
い
く
。
こ
う
し
て
そ

れ
ぞ
れ
が
役
割
を
果
た
し
協
力
す

る
こ
と
で
、
地
域
で
起
き
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
解
決
し
て
い
く
力

な
の
で
す
。

地
域
力
は
み
ん
な
の
力

市
民
と
行
政
で
協
働
を

　

蕨
市
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
全
国

に
先
駆
け
て
制
定
し
た
「
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
に
よ
る
各
地
区
の
整

備
や
市
民
公
園
造
り
な
ど
、
自
分

た
ち
が
住
む
ま
ち
の
こ
と
は
自
分

た
ち
が
考
え
よ
う
と
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
参
加
に
よ
っ
て
市
民
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。
先
の
公

園
管
理
の
例
も
含
め
、
そ
の
一
つ

一
つ
が
、蕨
市
で
培
わ
れ
て
き
た
、

住
み
よ
い
蕨
へ
34
項
目

　

○「
安
全
・
安
心
・
き
れ
い
な
ま

ち
づ
く
り
」
活
動
に
対
す
る
ポ
イ

ン
ト
制
度
の
導
入
／
町
会
な
ど
が

行
う
清
掃
活
動
や
防
災
訓
練
な
ど

「
安
全
・
安
心
・
き
れ
い
な
ま
ち
づ

く
り
」活
動
の
参
加
者
に
、市
内
商

店
で
の
買
い
物
の
ほ
か
、
公
共
施

設
で
利
用
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
を
差

し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
活

動
へ
の
参
加
を
促
す
と
同
時
に
、

商
店
街
の
活
性
化
へ
貢
献
す
る
も

の
で
、
商
店
街
が
実
施
す
る
ポ
イ

ン
ト
事
業
と
連
携
し
て
行
い
ま
す
。

　

○
公
園
を
核
に
し
た
花
い
っ
ぱ

い
運
動
の
展
開
／
生
ご
み
や
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
す
る
、
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

人
に
花
苗
を
お
配
り
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
公
園
の
自
主
管
理
活

動
な
ど
と
連
携
し
て
市
内
に
花
を

増
や
し
、
憩
い
の
空
間
を
広
げ
て

い
く
ほ
か
、
地
域
活
動
を
更
に
促防災演習に参加する皆さん（東小学校）

　

市
で
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
協

力
す
る
こ
と
で
、優
れ
た
地
域
力
と
ま
ち
の
魅
力
を
更
に
高

め
て
い
こ
う
と
、先
月
、｢

わ
ら
び
地
域
力
発
揮
プ
ラ
ン
」を
策

定
し
ま
し
た
。行
政
改
革
大
綱
と
し
て
も
位
置
付
け
て
い

る
こ
の
プ
ラ
ン
は
、今
年
度
か
ら
４
年
計
画
で
、｢

更
な
る
地

域
力
の
創
造｣

、「
職
員
の
知
恵
と
力
の
発
揮｣

、「
自
律
し
た
行

財
政
運
営
」の
３
つ
の
柱
に
沿
っ
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

今
月
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
主
な
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

花壇の手入れや清掃活動に取り組む南町一丁目西町町会の皆さん（あけぼの公園）

歓びあふれる交
ふれ

流
あい

のまち　わらび

地　域　力

市民のさまざまな活動と行政の協働

行　政↑
↑ ↑

町会活動
ＮＰＯ
ボランティア
活動

コミュニティビジネス

わ
ら
び
地
域
力
発
揮
プ
ラ
ン
策
定

〜
協
働
に
よ
る
都
市
経
営
を
目
指
し
て
〜

更
な
る
地
域
力
の
創
造

○地域社会のきずなを深めるコミュニティ活動
「安全・安心・きれいなまちづくり」活動に対するポイント制度の導入
公園を核にした「花いっぱい運動」の展開

○NPO・ボランティア団体等と築く新たな協働関係
協働事業提案制度の創設
コミュニティビジネス立ち上げの支援

○みんなの参加で市民活動をはぐくむ環境
市民活動サポートセンター（仮称）の設置
市民参画・協働を推進する条例の制定
市民活動基金の創設
まちの魅力の発信

職
員
の
知
恵
と
力
の
発
揮

○市民と心通わせ、市民と共に行動する職員
市民への職員宣言
人材育成基本方針の策定
職員に対する市民評価の実施
職員提案制度を活用した業務改善運動の展開
人材育成の機会の充実
市民と協働する職員の育成
有用な人材の確保
職員の意欲向上を図る勤務評価
市長との対話による職員意識の活性化

職
員
の
知
恵
と
力
の
発
揮

○やる気みなぎる少数精鋭の市役所
簡素で機動力のある組織の構築
少数精鋭を基本とした職員の定員管理
目標を明確にした業務管理を徹底する部課長方針の作成
公務員制度改革に対応した人事管理の見直し

自
律
し
た
行
財
政
運
営

○計画的で透明性の高い行財政
財政運営方針の公表
新たな公会計制度の整備
公共施設の保全と再整備・再配置

○多角的な手段で確保を進める財源
市税等市債権回収対策の強化
広告事業の推進
市有財産等の売却と有効活用
ふるさと納税（寄附）制度の活用
補助金制度の活用

○選択と集中で市民ニーズを捉える行政サービス
行政評価に基づいた事務事業の積極的な見直し
大規模事業の見直し
市民との協働による事業実施の推進
外郭団体の見直し
他の会計への支出の見直し

※プランは各公民館、図書館、市役所１階市民活動推進室または市ホームページで御覧になれます

推進項目一覧（全34項目）

地域力のイメージ図

地域の問題

特集：わらび地域力発揮プラン
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●
寝
具
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳
以

上
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
で
、

寝
具
類
の
乾
燥
や
消
毒
な
ど
を
す

る
こ
と
が
困
難
な
独
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
、ま
た
は
高
齢
者
世
帯
に
、

毎
月
１
回
（
11
月
〜
３
月
は
月
２

回
）、
寝
具
乾
燥
車
を
派
遣
し
ま

す
。
た
だ
し
、
寝
具
の
洗
濯
は
年

１
回
と
な
り
ま
す
。

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳
以
上
の

独
り
暮
ら
し
や
夫
婦
世
帯
な
ど

で
、
食
事
の
用
意
を
す
る
の
が
難

し
い
場
合
、
１
食
４
０
０
円
で
、

温
か
い
夕
食
を
お
届
け
し
ま
す
。

●
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
介
護

保
険
の
要
介
護
４
か
５
の
認
定
を

受
け
た
寝
た
き
り
の
人
に
、
自
宅

で
利
用
で
き
る
割
引
券
を
差
し
上

げ
ま
す
。

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
、
利

用
者
負
担
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
家
族
介
護
慰
労
金
／
介
護
保
険

の
要
介
護
が
４
か
５
で
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
１
年
以
上
利
用
し
て
い

な
い
人
を
、
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
家
族

に
、年
額
10
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

●
在
宅
要
介
護
高
齢
者
手
当
／
在

宅
で
要
介
護
度
が
重
い
低
所
得
の

高
齢
者
に
、
月
額
５
０
０
０
円
を

支
給
し
ま
す
。
対
象
＝
介
護
保
険

被
保
険
者
で
、
市
内
に
住
所
が
あ

り
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
65
歳
以
上
、
②
施
設
に
入
所
し

て
い
な
い
、
③
介
護
保
険
の
要
介

護
度
が
４
又
は
５
、
④
介
護
保
険

の
保
険
料
段
階
が
第
３
段
階
以
下

（
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
）、

⑤
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
、

⑥
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
を
受
給

し
て
い
な
い
人

●
老
人
居
室
整
備
資
金
／
60
歳
以

上
の
人
と
同
居
し
て
い
る
か
、
こ

れ
か
ら
同
居
を
し
よ
う
と
す
る
人

が
、
高
齢
者
専
用
の
居
室
を
備
え

た
住
宅
を
建
築
す
る
際
の
必
要
な

資
金
融
資
を
斡
旋
し
、
利
子
を
全

額
助
成
し
ま
す
。

●
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
保
証
料
助

成
／
70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
か
、

配
偶
者
の
一
方
が
70
歳
以
上
の
夫

婦
世
帯
で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
／
高

齢
者
の
皆
さ
ん
が
で
き
る
だ
け
要

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
介
護
予
防
や
、保
健
師
、

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社
会
福

祉
士
な
ど
が
中
心
と
な
り
、介
護
・

福
祉
・
医
療
・
権
利
擁
護
な
ど
の
支

援
を
行
い
ま
す
。
業
務
内
容
＝
総

合
相
談
・
支
援
、
権
利
擁
護
、
介

護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど

▼
生
活
機
能
検
査
（
無
料
）
／
対

象
＝
は
つ
ら
つ
介
護
予
防
健
診
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
に
よ

り
対
象
と
な
っ
た
人　

受
診
期
間

＝
10
月
31
日
ま
で　

と
こ
ろ
＝
指

定
医
療
機
関
（
詳
し
く
は
お
配
り

し
た
受
診
券
を
御
覧
く
だ
さ
い
）

▼
実
践
認
知
症
予
防
講
座
／
脳
内

活
性
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
だ
れ
で
も
で

き
て
笑
い
た
っ
ぷ
り
～　

と
き
＝

10
月
21
日
～
11
月
11
日　

毎
週
木

曜
日　

午
後
１
時
半　

中
央
公
民

館　

対
象
＝
65
歳
以
上
の
人　

30

人　

詳
細
＝
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

434
・
６
７
２
１
）

介
護
予
防
・
健
康

の
人
が
、
市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅

を
借
り
る
と
き
に
保
証
人
を
確
保

で
き
ず
、
保
証
会
社
の
家
賃
等
債

務
保
証
制
度
を
利
用
し
た
場
合

に
、初
回
保
証
料
の
２
分
の
１（
３

万
円
ま
で
）
を
助
成
し
ま
す
。

●
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
／
70

歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
か
、
配
偶

者
の
一
方
が
70
歳
以
上
の
夫
婦
世

帯
で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

が
民
間
の
賃
貸
住
宅
に
住
み
、
①

月
額
１
万
円
以
上
３
万
円
未
満
の

家
賃
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、

月
額
６
０
０
０
円
、
②
月
額
３
万

円
以
上
６
万
円
以
下
の
家
賃
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
は
、
月
額
１
万

円
を
助
成
し
ま
す
。

●
介
護
予
防
の
た
め
の
住
宅
改
修

費
を
助
成
／
手
す
り
の
取
り
付
け

や
段
差
解
消
、
床
材
の
変
更
、
扉

や
便
器
の
取
り
替
え
な
ど
の
改

修
。
対
象
＝
次
の
①
～
③
全
て
に

該
当
す
る
人　

①
65
歳
以
上
の
在

宅
高
齢
者　

②
介
護
保
険
制
度
で

要
介
護
・
要
支
援
に
該
当
し
な
い

人　

③
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課

税　

助
成
額
＝
改
修
費
用
の
３
分

の
２
以
内
で
上
限
は
10
万
円

●
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負
担

軽
減
助
成
／
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
中
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
生

計
が
困
難
な
人（
条
件
あ
り
）に
利

用
者
負
担
の
一
部
を
軽
減
し
ま
す
。

ご利用ください　福祉事業・制度
高齢者特集①

　市内には65歳以上のかたが､8月
1日現在で人口の20.25％に当た
る、14,569人（昨年比246人増）いらっ
しゃいます。高齢社会が進むなか、
市では、皆さんが元気に暮らせる
よう各種事業を行っています。そ
こで今月は、4、5㌻で高齢者福祉
に関する事業や制度をお伝えする
ほか、続く6、7㌻では、高齢者の交
流と生きがいづくりの場「シルバー
ワークプラザ」をご紹介します。

満年齢 金　額
75歳 20,000円
77歳 20,000円
80歳 20,000円
85歳 20,000円
88歳 25,000円
90歳 30,000円
95歳 30,000円

    99歳以上 50,000円

事業・制度の問い合わせ
介護保険室（☎433・7756）

●
敬
老
祝
金
／
９
月
１
日
現
在
で
、

蕨
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
ん

で
い
る
左
表
の
年
齢
の
人
に
お
祝

い
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

●
福
祉
入
浴
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳
以

上
で
自
宅
に
お
風
呂
の
な
い
人
か
、

70
歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
に
毎
月
４
回
分
（
７
・
８
月

は
６
回
分
）
の
公
衆
浴
場
の
入
浴

券（
１
０
０
円
の
自
己
負
担
あ
り
）

を
差
し
上
げ
ま
す
。

●
福
祉
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
70
歳

以
上
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

に
年
５
回
分
、
理
美
容
の
割
引
券

を
差
し
上
げ
ま
す
。

●
徘
徊
高
齢
者
等
家
族
支
援
サ
ー

ビ
ス
／
徘
徊
行
動
の
あ
る
高
齢
者

が
専
用
端
末
機
を
携
帯
す
る
こ
と

で
、
家
族
が
本
人
の
居
場
所
を
確

認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
軽
減
助

成
／
居
宅
及
び
地
域
密
着
型
の
介

護（
予
防
）サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
の

給
付・助
成・融
資
な
ど

生
活
用
具
の
給
付・貸
与

●
日
常
生
活
用
具
購
入
費
の
補
助

／
日
常
生
活
で
火
災
警
報
器
、
電

磁
調
理
器
、
自
動
消
火
器
が
必
要

と
認
め
ら
れ
る
65
歳
以
上
の
人
に
、

購
入
費
の
一
部
か
全
額
を
補
助
し

ま
す
。
所
得
税
非
課
税
の
人
は
自

己
負
担
な
し
。

●
歩
行
補
助
づ
え
が
も
ら
え
ま
す

／
歩
行
に
常
時
つ
え
が
必
要
な
65

歳
以
上
の
人

●
紙
お
む
つ
が
も
ら
え
ま
す
／
65

歳
以
上
の
人
で
常
時
お
む
つ
を
必

要
と
医
師
が
認
め
る
人
か
、
寝
た

き
り
で
常
時
お
む
つ
が
必
要
な
人

●
福
祉
連
絡
シ
ス
テ
ム
／
65
歳
以

上
で
体
が
弱
く
、
独
り
暮
ら
し
の

人
の
お
宅
に
、
受
信
セ
ン
タ
ー
と

直
結
し
た
専
用
の
機
器
を
設
置

し
、
緊
急
通
報
に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
派
遣
や
救
急
車
の
要

請
、
相
談
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

充
実
し
た
毎
日
を

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
①
松
原

会
館
（
錦
町
３
丁
目
）
と
②
け
や

き
荘
（
塚
越
５
丁
目
）
が
あ
り
ま

す
。
対
象
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人　

健
康
体
操
や
俳
句
な
ど

の
講
座
で
教
養
を
広
げ
な
が
ら
、

友
達
づ
く
り
も
で
き
ま
す
。
問
い

合
わ
せ
＝
①
同
館（
☎
433
・
６
５

４
２
）　

②
介
護
保
険
室
（
☎

433
・
７
７
５
６
）

●
老
人
憩
い
の
家
／
交
流
プ
ラ
ザ

さ
く
ら
内
の
「
み
つ
わ
苑
」（
南
町

２
丁
目
）
は
、
60
歳
以
上
の
人
が

利
用
で
き
ま
す
。
２
階
の
和
室
で

囲
碁
・
将
棋
が
楽
し
め
る
（
午
後

１
時
～
４
時
半
）
ほ
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
交
流
プ
ラ
ザ
さ
く

ら
（
☎
432
・
７
２
７
１
）

●
高
齢
者
ク
ラ
ブ
／
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
人
が
入
会
で
き
ま
す
。

市
内
に
は
28
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、

地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
入
会
は
最
寄
り
の
ク
ラ

ブ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き
＝
18
日
（
土
）　

午
前
の
部

（
午
前
９
時
半
～
11
時
半
）
／
錦

町
・
南
町
全
地
区
・
中
央
１
、
２
、

６
、７
丁
目
地
区　

午
後
の
部（
午

後
２
時
半
～
４
時
半
）／
塚
越
・
北

町
・
中
央
３
、４
、５
丁
目
地
区

と
こ
ろ
＝
市
民
会
館　

対
象
＝
77

歳
以
上
の
人
（
昭
和
８
年
９
月
30

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）　

内
容
＝

式
典
（
長
寿
者
表
彰
、
お
祝
い
の

言
葉
な
ど
）、
市
内
小
学
生
に
よ

る
敬
老
作
文
の
朗
読
、
ひ
か
り
幼

稚
舎
の
合
奏
や
塚
越
５
丁
目
お
は

や
し
の
会
の
演
舞
な
ど　

詳
細
＝

介
護
保
険
室（
☎
433
・
７
７
５
６
）

と
き
＝
15
日
〜
20
日
の
正
午
ま
で

中
央
公
民
館　

60
歳
以
上
の
皆
さ

ん
が
作
成
し
た
書
道
や
絵
画
、
写

真
な
ど
を
多
数
展
示
。 

詳
細
＝
介

護
保
険
室
（
☎
433
・
７
７
５
６
）

●
お
年
寄
り
を
敬
う
会

お
出
か
け
く
だ
さ
い

と
き
＝
６
日
（
月
）　

午
前
10
時

（
午
前
９
時
か
ら
整
理
券
を
配
布
）

内
容
＝
蕨
市
視
覚
障
害
者
協
会
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
皆
さ
ん
が
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
実
施　

対
象
＝
市
内
在

住
の
60
歳
以
上
の
人　

先
着
30
人

無
料 

と
こ
ろ
・問
い
合
わ
せ
＝
松

原
会
館
（
☎
443
・
６
５
４
２
）

●
マ
ッ
サ
ー
ジ
プ
レ
ゼ
ン
ト

●
趣
味
の
高
齢
者
作
品
展

●
塚
越
プ
ラ
チ
ナ
学
園

仲
間
づ
く
り
と
学
習
の
場
で
す
。

と
き
＝
第
１
・
３
月
曜
日 

午
後
１

時
半
〜
３
時　

と
こ
ろ
＝
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
け
や
き
荘　

対
象
＝

65
歳
以
上
の
人　

参
加
費
＝
年
間

１
５
０
０
円　

申
し
込
み
＝
東
公

民
館
に
あ
る
申
込
書
に
参
加
費
を

添
え
て
同
館（
☎
442
・
４
０
５
２
）

松原会館趣味講座「フラダンス入門」の皆さん
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→既卒者可）の人 複数の履歴書持参 予約不要･入退場自由 参加企業求人情報誌がもらえます 詳細＝埼玉県雇用対策協議会（☎048･647･4185）■求人企業合同面接会／10月13日 午後1時～4時 大宮ソニックシティ4階 対象＝来年3月に大学･短大･専門学校を卒業見込み（1～3年以内の→

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

─
そ
こ
に
あ
る
の
は
仲
間
と
生
き
が
い
─

　

機
ま
つ
り
や
宿
場
ま
つ
り
な
ど

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
木
工
製
品
や
座

布
団
な
ど
の
縫
い
物
が
販
売
さ
れ

て
い
る
の
を
見
か
け
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
手
作
り
の
優
し
い

ぬ
く
も
り
が
好
評
の
こ
の
製
品
。

作
っ
て
い
る
の
は
蕨
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
さ
ん

で
す
。
す
て
き
な
製
品
を
生
み
出

す
工
房
は
、
錦
町
２
丁
目
の
シ
ル

バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
。
そ
こ
で
は

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
作
業
に
打
ち

込
む
皆
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
に
通
っ
て
い
る
の
は
平

均
年
齢
75
歳
の
男
女
15
人
。
物
づ

く
り
の
魅
力
を
、「
み
ん
な
で
協

力
し
て
１
つ
の
製
品
が
出
来
た
と

き
の
達
成
感
が
た
ま
ら
な
い
」
と

語
り
ま
す
。
ま
た
、
作
業
の
合
間

の
一
服
で
は
、
皆
さ
ん
和
気
あ
い

あ
い
。
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　

気
の
合
う
仲
間
と
、
物
づ
く
り

に
没
頭
す
る
日
々
。
今
日
も
プ
ラ

ザ
か
ら
は
、
笑
い
声
と
小
気
味
よ

い
作
業
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

仲間との共同作業で
１つの製品が生まれる

▶
木
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
木
工
製
品

に
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
も
興
味
津
（々
機
ま
つ
り
）

▲一針一針、心をこめて

◀プラザの座布団は綿がいっぱい
　煎餅布団とは違います

▲「皆さん、お茶にしませんか」。誰かのそんな一言で始まる休憩時間。気心知れた仲間との、
この作業の合間の語らいが至福のときです。作業中の真剣な表情とは対照的に、皆さん、童心
に帰ったように笑顔がはじけます。

　高齢者の皆さんの経験や技術、
やる気を、就業を通して地域に生
かしてみませんか。
対象＝健康で働く意欲のあるお
おむね60歳以上の人　会員制。
主な仕事＝自転車管理、清掃、公
共施設の管理ほか､ 庭木の剪定､
簡単な大工仕事など。皆さんの力
が地域で生かせる仕事をセン
ターが請け負い、会員の皆さんに
提供します。
詳細＝蕨市シルバー人材センター

シルバー人材センターに
登録しませんか

月曜日～金曜日
（祝日･年末年始
を除く）
午前８時半～

午後５時
中央１－30－２
☎433－0962

高齢者特集②

蕨　駅
西　口

蕨駅西口交番

駅
前
通
り

●

★ シルバー人材センター

▲縫い物も共同作業。役割は長年作業する内、自然と決まったとか… ▲場所は「錦町2丁目第2住宅」の1階
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蕨の夏を彩る機まつり

プロから学ぶ写真教室

防災演習に1300人参加

リンデンで青少年交流
　

蕨
市
と
友
好
都
市
の
ド
イ

ツ
・
リ
ン
デ
ン
市
で
開
か
れ

た
国
際
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
に
、

青
少
年
・
指
導
者
18
人
が
参

加（
７
月
23
日
～
８
月
４
日
）。

ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ポ

ー
ラ
ン
ド
の
青
少
年
と
合
同

の
キ
ャ
ン
プ
生
活
を
は
じ
め
、

ス
ポ
ー
ツ
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

な
ど
を
通
じ
、
国
境
を
越
え

た
心
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

平和への願いを灯籠に
　

東
公
民
館
主
催
の
平
和
事

業
「
平
和
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
」
が
７
月
30
日
に
市
民

公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。
牛

乳
パ
ッ
ク
で
作
っ
た
灯
籠
に

「
み
ん
な
仲
良
し
」や「
核
の

な
い
世
界
を
」
な
ど
と
平
和

へ
の
願
い
を
書
き
込
ん
だ
参

加
者
50
人
は
、
と
も
し
た
火

を
見
な
が
ら
、
平
和
の
尊
さ

を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

　
８
月
５
日
か
ら
８
日
ま
で
、

蕨
駅
西
口
駅
前
通
り
を
主
会

場
に「
第
60
回
機
ま
つ
り
」が

開
か
れ
ま
し
た
。
約
50
の
七

夕
飾
り
が
並
ん
だ
祭
り
で
は
、

60
回
を
記
念
し
て
、
全
長
16

㍍
の
巨
大
短
冊
に
来
場
者
に

よ
る
書
き
込
み
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
恒
例
の
手

踊
り
な
ど
、
30
万
人
が
夏
の

風
物
詩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

読
売
新
聞
社
の
カ
メ
ラ
マ

ン
横よ

こ

山や
ま

聡さ
と
し

さ
ん
を
講
師
に
、

「
プ
ロ
直
伝
・
写
真
教
室
」が

７
月
23
日
、８
月
10
日
、20
日

の
３
日
間
、
北
町
公
民
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。
各
自
が
撮

影
し
た
作
品
を
基
に
、
上
手

に
な
る
秘
訣け

つ

を
教
わ
っ
た
小

学
生
15
人
は
、
こ
れ
か
ら
も

楽
し
い
写
真
を
い
っ
ぱ
い
撮

ろ
う
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

防
災
意
識
を
高
め
よ
う
と
、

８
月
22
日
、東
小
学
校
で「
総

合
防
災
演
習
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
全
25
種
目
の
訓
練
の

内
、避
難
訓
練
や
初
期
消
火
訓

練
、応
急
救
護
訓
練
な
ど
、住

民
の
皆
さ
ん
主
体
の
訓
練
が

行
わ
れ
、
参
加
し
た
約
１
３

０
０
人
は
、
災
害
へ
の
備
え

を
再
確
認
す
る
と
同
時
に
地

域
の
き
ず
な
も
深
め
ま
し
た
。

挙
区
の
画
定
基
準
や
議
員
定

数
の
基
準
、
地
方
交
付
税
交

付
金
の
算
定
根
拠
な
ど
私
た

ち
の
生
活
に
影
響
が
あ
る
重

要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
現
在
の
日
本
が
直
面
し

て
い
る
少
子
高
齢
化
や
雇
用

実
態
の
変
化
な
ど
の
課
題
に

対
す
る
施
策
に
も
活
用
さ
れ

ま
す
。

　

調
査
方
法
は
、
こ
れ
ま
で

に
比
べ
、
よ
り
個
人
情
報
に

配
慮
し
て
、
皆
さ
ん
が
提
出

し
や
す
い
よ
う
に
改
善
さ
れ

て
い
ま
す
。　
　

　

ま
ず
、「
封
入
提
出
方
式
の

全
面
導
入
」
で
す
。
こ
れ
ま

で
は
、
調
査
員
が
調
査
票
を

回
収
す
る
際
に
、
記
入
漏
れ

や
誤
り
が
な
い
か
な
ど
、
そ

の
場
で
内
容
を
確
認
し
て
い

ま
し
た
。
今
回
は
、
記
入
後

に
皆
さ
ん
に
封
を
し
て
い
た

だ
き
、
調
査
員
は
そ
の
ま
ま

リポート　そこが知りたい
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大
正
９
年
か
ら
５
年
ご
と

に
行
わ
れ
て
い
る
国
勢
調
査

は
、
今
回
が
19
回
目
で
す
。

10
月
１
日
現
在
、
日
本
に
住

ん
で
い
る
全
て
の
人
・
世
帯

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
内
容
は
、
人
口
・
世

帯
数
を
は
じ
め
、
男
女
・
年

齢
別
・
産
業
別
の
人
口
の
構

造
や
家
族
の
構
成
・
居
住
状

況
な
ど
計
20
項
目
で
す
。
調

査
の
結
果
は
、
衆
議
院
小
選

員
へ
直
接
、
手
渡
し
す
る
方

法
も
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
改
善
点
か
ら
も
ご

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

調
査
に
は
徹
底
し
た
個
人
情

報
の
管
理
を
行
い
ま
す
。
例

え
ば
、
国
勢
調
査
に
従
事
す

る
人
は
「
統
計
法
」
で
個
人

情
報
を
保
護
す
る
た
め
の
守

秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
、
罰
則

も
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
総
務
省
に
集
め
ら

れ
た
調
査
票
は
、
統
計
と
し

て
使
用
さ
れ
た
後
に
、
最
終

的
に
溶
解
処
分
を
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
個

人
情
報
は
厳
重
に
保
護
さ
れ

ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

実
際
の
調
査
方
法
は
、
総

務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
た
調

査
員
が
今
月
23
日
か
ら
30
日

ま
で
の
間
に
各
ご
家
庭
に
調

査
票
を
お
配
り
し
ま
す
。
皆

さ
ん
に
は
、
10
月
１
日
現
在

の
内
容
を
、
同
封
さ
れ
て
い

る
「
調
査
票
の
記
入
の
し
か

た
」
を
参
考
に
記
入
し
て
い

た
だ
き
、
10
月
７
日
ま
で
に

郵
送
か
、
お
伺
い
し
た
調
査

員
に
手
渡
し
す
る
方
法
で
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

一
定
の
期
日
ま
で
に
調
査
票

が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
ご
家

庭
に
は
、
調
査
員
や
指
導
員

な
ど
が
実
地
調
査
を
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

最
終
的
に
、
私
た
ち
の
身

近
な
生
活
に
反
映
さ
れ
る
国

勢
調
査
。
趣
旨
や
重
要
性
な

ど
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
庶
務
課
（
緯

432
・
４
２
７
４
）

調
査
結
果
を
有
効
活
用

改
善
さ
れ
た
調
査
方
法

厳
重
な
個
人
情
報
管
理

提
出
は
10
月
７
日
ま
で

平
成
22
年
国
勢
調
査
に
ご
協
力
を

市
町
村
へ
提
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
は
、「
郵
送
提
出
方

式
の
導
入
」で
す
。こ
れ
は
、

個
人
情
報
へ
の
配
慮
に
加
え
、

共
働
き
な
ど
で
昼
間
に
家
を

空
け
て
い
る
こ
と
が
多
い
ご

家
庭
の
皆
さ
ん
が
提
出
を
し

や
す
く
す
る
た
め
で
す
。
記

入
後
の
調
査
票
を
、
同
封
さ

れ
て
い
る
「
郵
送
提
出
用
封

筒
」
を
使
い
、
郵
送
で
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
調
査

　

10
月
１
日
を
調
査
期
日
と
し
て
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
。
今
月
23
日
か
ら
30
日
ま

で
に
、調
査
員
が
各
ご
家
庭
に
調
査
票
を
お
配
り
し
ま
す
。
そ
こ
で
今
月
は
、こ
れ
か
ら
の
日
本
の

未
来
を
描
い
て
い
く
た
め
に
重
要
な
統
計
資
料
と
な
る
、国
勢
調
査
に
つ
い
て
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

マスコットキャラクター
「センサスくん」

この数な～に
180席

　市民の皆さん、新たな文化の発信地
で、日頃の学びの成果を思う存分披露
してみませんか。いよいよ10月、蕨駅
西口駅前に公共公益施設くるるがオー
プンします。３階に開設される文化ホ
ールは、定員１８０席と小規模ながら、
舞台や音響、照明、ピアノなどの設備
があり、演劇や音楽発表が行えるほか、
135席分の椅子は電動式で簡単に収納
でき、ここで社交ダンスやヨガなどを
楽しむこともできます。申し込みは蕨
市施設管理公社（緯445・7660）。利用希
望日の７か月前から予約が可能です。

　

語
学
の
先
生
を
目
指
し
て
、

日
本
語
学
校
に
通
う
ニ
ル
ソ

ン
さ
ん
は
、
今
年
４
月
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
南
部
の
学
園
都

市
・
ル
ン
ド
か
ら
来
日
し
ま

し
た
。蕨
の
印
象
を
聞
く
と
、

「
静
か
な
住
宅
街
の
中
に
歴

史
的
文
化
財
が
残
っ
て
い
て
、

故
郷
と
似
て
い
ま
す
ね
」
と

ニ
ル
ソ
ン
さ
ん
。な
か
で
も
、

日
課
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
立
ち

寄
る
市
民
公
園
は
、
自
然
の

中
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
と

お
気
に
入
り
で
す
。

　

そ
ん
な
ニ
ル
ソ
ン
さ
ん
は
、

日
本
の
文
化
に
触
れ
よ
う
と
、

こ
の
夏
、
浴
衣
を
購
入
し
ま

し
た
。「
来
年
の
機
ま
つ
り
は
、

浴
衣
で
楽
し
み
た
い
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

この
まちに

暮らして

潤　娜さん　 スウェーデン
北町２丁目・25歳

ミカエル・
ニルソンさん

ま
・
ち
・
の
・
話
・
題
　
　

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〕

▼
不
要
に
な
っ
た
乳
幼
児
の
服　

福
祉
・
児
童
セ
ン
タ
ー
で
「
わ
く

わ
く
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
10
月
14
日

に
開
催　

受
付
＝
24
日
～
10
月
７

日　

※
サ
イ
ズ
別
に
袋
に
入
れ
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
（
靴
下
は
新
品

の
み
）居

同
セ
ン
タ
ー
・
緯
431
・

７
３
０
０巨

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
ち
び
っ
こ
カ
ン
フ
ー
体
験
!!　

４
日
・
11
日　

午
前
10
時　

中
央

東
小
学
校
体
育
館　

無
料　

親
子

（
４
歳
以
上
）居

蕨
中
東
カ
ン
フ
ー

ク
ラ
ブ
・
吉
田
・
緯
090
・
９
８
１

２
・
６
６
２
０巨

▼
心
の
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー　

14

日
・
15
日　

午
後
７
時　

蕨
商
工

会
議
所　

１
０
０
０
円居

山
内
・

緯
433
・
３
１
９
９巨

▼
フ
リ
ー
ジ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
パ

ー
テ
ィ　

10
月
12
日　

午
後
１
時

く
る
る
３
階
文
化
ホ
ー
ル　

６
０

０
円
∧
柴
田
・
緯
441
・
３
３
３
１巨

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
西
和
ク
ラ
ブ（
新
舞
踊
）　

土
曜

日　
午
後
２
時　
西
公
民
館　
入
会

金
１
０
０
０
円　

月
２
０
０
０
円

有
名
歌
謡
曲
で
楽
し
く
踊
り
ま
せ

ん
か居

守
屋
・
緯
443
・７
２
４
６巨

▼
わ
ら
び
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ　

水
曜
日　
午
後
１
時
半　
西
公
民
館

入
会
金
５
０
０
円　

月
２
０
０
０

円居

重
田
・
緯
433
・
７
３
７
５巨

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午
後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前

ラ
・
セ
ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０

円居

浦
島
・
緯
224
・
５
９
１
５巨

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午

前
10
時　

南
公
民
館　

無
料居

井

上
・
緯
442
・
０
２
５
９巨

▼
蕨
中
東
カ
ン
フ
ー
ク
ラ
ブ
（
中

国
武
術
）　

土
曜
日　

午
前
10
時

中
央
東
小
学
校
体
育
館　

入
会
金

３
０
０
０
円　

月
３
０
０
０
円　

４
歳
以
上　

大
人
向
け
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
も
開
催居

吉
田
・
緯
090
・
９

８
１
２
・
６
６
２
０巨

▼
わ
ら
び
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ

ブ　

第
２
・
３
火
曜
日　

午
後
１

時
半　

加
藤
文
具
店
２
階
（
中
央

東
小
学
校
隣
）　

月
２
０
０
０
円

10
月
12
日
開
講　

初
心
者
歓
迎　

パ
ソ
コ
ン
レ
ン
タ
ル
応
相
談居

小

熊
・
緯
444
・
６
９
９
２巨

▼
ダ
ッ
ク
ス
友
の
会
（
社
交
ダ
ン

ス
）　

月
４
回
水
曜
日　

午
後
６

時
半　

東
公
民
館　

月
２
５
０
０

円　

初
心
者
大
歓
迎居

高
橋
・
緯

441
・
５
３
６
５巨

▼
笑わ
ら

美び
（
話
し
方
サ
ー
ク
ル
）　

第
１
・
３
・
５
日
曜
日　

午
前
９

時
45
分　

南
公
民
館　

月
１
５
０

０
円居

鈴
木
・
緯
090
・
４
０
６
３
・

７
５
９
４巨

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

７
日

＝
中
央
公
民
館　

15
日
＝
南
公
民

館　
23
日
＝
旭
町
公
民
館　
午
後
６

時
半居

岡
田
・
緯
441
・
３
１
７
２巨

▼
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
自
助
活

動　

月
曜
日　

午
後
７
時　

中
央

公
民
館居

Ａ
Ａ
浦
和
・
緯
03
・
５

９
５
７
・
３
５
０
６巨

調査員は腕章と調査員証を携帯しています
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　光
ひか

　琉
る

ちゃん　
（２歳）

　健
たけ

　琉
る

ちゃん　
（11か月）

大
おお

町
まち

　　圭
けい

祐
すけ

さん　
美
み

智
ち

子
こ

さんの
長男・二男　 　
　　塚越６丁目

　俊
しゅん

ちゃん　
（５か月）

角
つの

田
だ

　　聡
さとし

さん　
淳
じゅん

子
こ

さんの
長男　　　　

　　南町４丁目

　

昨
年
、
市
制
施
行
50
周
年

を
迎
え
た
蕨
の
た
め
に
、
蕨

生
ま
れ
、蕨
育
ち
で
Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ａ
Ｌ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
リ
ー
ダ
ー
の
高た

か

見み

沢ざ
わ

俊と
し

彦ひ
こ

さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン

し
て
く
れ
た
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
、
わ
ら
ぶ
ー
が

大
人
気
で
す
。

　

こ
の
デ
ザ
イ
ン
を
基
に
市

が
先
月
、
わ
ら
ぶ
ー
の
ミ
ニ

ぬ
い
ぐ
る
み
を
発
売
し
た
と

こ
ろ
、
売
り
出
し
か
ら
わ
ず

か
２
時
間
程
度
で
完
売
と
な

り
ま
し
た
。
市
役
所
は
８
時

半
開
庁
で
す
が
、早
い
人
は
、

朝
５
時
半
に
来
て
い
た
そ
う

で
す
。

　

高
見
沢
さ
ん
は
、
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
全
国
で
大

活
躍
し
て
お
り
、ま
た
、昨
年

は
ア
ル
フ
ィ
ー
35
周
年
と
い

う
た
い
へ
ん
忙
し
い
な
か
、

わ
ら
ぶ
ー
を
完
成
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
高
見
沢

さ
ん
が
、み
ん
な
が
幸
せ
に
な

れ
ば
と
願
い
を
込
め
デ
ザ
イ

ン
し
た
わ
ら
ぶ
ー
が
多
く
の

人
に
愛
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
ん

と
う
に
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　

今
後
、
わ
ら
ぶ
ー
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
製
作
・
販
売
す
る
ほ
か
、

ミ
ニ
ぬ
い
ぐ
る
み
の
追
加
販

売
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、わ
ら
ぶ
ー
が
蕨
市
民
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、多
く
の
人
た

ち
に
愛
さ
れ
、
皆
さ
ん
が
幸

せ
に
な
る
こ
と
、そ
し
て
、わ

ら
ぶ
ー
を
通
じ
て
蕨
の
魅
力

の
発
信
と
活
性
化
を
進
め
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

幸せを呼ぶエンジェル
わらぶー大人気

34

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
今月は２日、10月は７日です。
時間は午後１時～５時を予定
しています。
　ご希望のかたは秘書広報課
（緯433・7701）へ

　
「
４
人
兄
弟
の
末
っ
子
の

俊
は
、
３
人
の
お
姉
ち
ゃ
ん

た
ち
が
大
好
き
。
学
校
か
ら

帰
っ
て
く
る
と
、
う
れ
し
そ

う
に
手
足
を
ば
た
ば
た
さ
せ

な
が
ら
お
迎
え
を
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
俊
は
今
、
寝
返

り
の
練
習
中
で
、
う
ま
く
で

き
ず
に
泣
き
出
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
お
姉
ち
ゃ
ん
た

ち
が
優
し
く
あ
や
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
俊
が
産
ま
れ
て

か
ら
家
族
で
助
け
合
う
こ
と

が
増
え
、
団
結
力
が
強
く
な

っ
た
み
た
い
。
こ
れ
か
ら
も

家
族
仲
よ
く
、
俊
に
は
た
く

ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
」
と
母
親
の
淳
子
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－462－

優しさの「環境行動」

　

蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
組

合
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
先
月
、

持
参
し
た
コ
ッ
プ
で
飲
料
が

購
入
で
き
る
、
マ
イ
カ
ッ
プ

型
自
動
販
売
機
を
導
入
し
ま

マ
イ
カ
ッ
プ
で
ご
み
削
減

し
た
。
紙
コ
ッ
プ
を
使
わ
な

い
こ
と
で
、
ご
み
の
削
減
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

購
入
方
法
は
、
飲
料
の
出
口

に
マ
イ
カ
ッ
プ
を
置
き
、
専

用
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
す
。

紙
コ
ッ
プ
に
比
べ
て
、
20
円

安
く
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

大
好
評
。
こ
の
よ
う
な
積
み

重
ね
を
続
け
る
と
、
ご
み
の

削
減
が
進
み
、
環
境
に
優
し

い
社
会
の
実
現
へ
近
づ
く
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
マ
イ
カ

ッ
プ
に
限
ら
ず
、
皆
さ
ん
も

マ
イ
バ
ッ
グ
や
マ
イ
箸
な
ど
、

で
き
る
こ
と
か
ら
ご
み
削
減

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

→れます　放送中の番組は放送終了後に貸し出しができます　貸出期間＝１週間　無料　申し込み・問い合わせ＝秘書広報課（緯433・7703）■テレビ広報「ハローわらび」が借りられます／ケーブルテレビで放送している行政広報番組「ハローわらび」のビデオ・ＤＶＤが借りら→

お
母
さ
ん　

あ
ら
。ワ
ラ
ビ
、

中
央
浄
水
場
に
新
し
い
タ
ン

ク
が
出
来
た
み
た
い
だ
わ
ね
。

ワ
ラ
ビ　

浄
水
場
っ
て
？

お
母
さ
ん　

河
川
や
地
下
な

ど
か
ら
取
り
入
れ
た
水
を
、

き
れ
い
で
安
心
し
て
飲
め
る

水
道
水
に
処
理
す
る
施
設
よ
。

い
つ
出
来
た
の
か
し
ら
。

南
原　

一
昨
年
の
８
月
に
工

事
を
始
め
、
先
月
改
修
工
事

を
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
よ
。

ワ
ラ
ビ　

水
道
部
の
南
原
さ

ん
だ
。
こ
ん
に
ち
は
。
前
は

ど
こ
に
タ
ン
ク
が
あ
っ
た
の
。

南
原　

こ
ん
に
ち
は
。
以
前

か
ら
敷
地
内
の
地
下
に
配
水

池
が
あ
り
、
今
回
地
上
式
タ

ン
ク
を
増
設
し
た
ん
で
す
よ
。

お
母
さ
ん　

な
ぜ
改
修
を
？

南
原　

蕨
市
で
は
、
昭
和
33

年
か
ら
水
道
水
の
供
給
を
始

耐
震
化
で
災
害
時
に
も
安
全
に
水
を
供
給

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
９
４
７
万
本
分
の
水
確
保

め
ま
し
た
が
、
施
設
の
老
朽

化
で
、
現
在
の
耐
震
基
準
を

満
た
せ
な
い
と
診
断
さ
れ
た

か
ら
な
ん
で
す
。

ワ
ラ
ビ　

そ
れ
で
地
上
に
タ

ン
ク
を
造
っ
た
の
？

南
原　

地
下
の
配
水
池
で
は
、

災
害
な
ど
の
停
電
時
に
発
電

機
で
く
み
上
げ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
地
上
式
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
の
圧

力
で
す
ぐ
に
給
水
で
き
る
構

造
に
な
っ
た
の
で
す
。

お
母
さ
ん　

タ
ン
ク
自
体
は

強
化
さ
れ
た
の
で
す
か
。

南
原　

え
え
。
阪
神
淡
路
大

震
災
級
の
地
震
に
も
耐
え
ら

れ
る
構
造
で
す
。

お
母
さ
ん　

そ
う
な
ん
で
す

か
。
水
は
日
常
生
活
に
欠
か

せ
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す

も
の
ね
。
安
心
し
ま
し
た
。

お
母
さ
ん　

そ
れ
に
し
て
も

大
き
な
タ
ン
ク
で
す
ね
。

南
原　

直
径
25
・
９
㍍
、
高

さ
は
最
高
地
上
11
・
３
㍍
で

４
５
６
０
立
方
㍍
の
水
が
貯

水
で
き
ま
す
。
既
存
の
配
水

池
と
合
わ
せ
て
８
１
８
５
立

方
㍍
の
水
が
貯
水
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ワ
ラ
ビ　

塚
越
に
も
同
じ
よ

う
な
タ
ン
ク
が
あ
る
よ
ね
。

南
原　

そ
れ
は
塚
越
の
浄
水

場
の
こ
と
で
す
ね
。
こ
の
中

央
浄
水
場
の
前
に
改
修
工
事

親と子の
ニュースの
小窓

　市では、より安全に水をお届けす
るために策定した「蕨市浄水場改修
基本計画」の下で、一昨年６月の塚越
浄水場に続き、先月、中央浄水場改修
工事を終えました。そこで今月は、
その概要について水道部維持管理課
の南

みなみ
原
はら
逸
いつ
朗
ろう
課長にお話を伺いました。

改修終えた蕨の浄水場
耐震化・水量確保で
より安心な水道に

24時間体制で水を管理しています

価格はいずれも1,000円（色は黒のみ）

サイズはいずれもSS（140㌢）、S、M、Lの４種類

表面

表面

裏面

裏面

が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
塚
越

と
中
央
の
浄
水
場
を
合
わ
せ

る
と
、
改
修
前
よ
り
８
４
５

０
立
方
㍍
多
い
、
１
万
８
９

４
５
立
方
㍍
の
水
を
た
め
て

お
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

ワ
ラ
ビ　

ど
の
く
ら
い
の
量

か
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
や
。

南
原　

１
人
当
た
り
の
貯
水

量
に
す
る
と
約
２
６
０
㍑
、

２
㍑
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
約
９

４
７
万
本
分
に
相
当
し
ま
す
。

お
母
さ
ん　

ず
い
ぶ
ん
た
く

さ
ん
の
水
が
確
保
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

南
原　

は
い
。
今
後
も
配
水

管
の
整
備
な
ど
を
進
め
、
給

水
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

勉
強
に
な
っ
た
な

～
。
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て

お
水
を
使
え
る
ね
。

お
母
さ
ん　

で
も
ワ
ラ
ビ
。

使
い
過
ぎ
は
だ
め
よ
。

ワ
ラ
ビ　

は
～
い
。

中
央
浄
水
場
南
側
に
設
置
し
た
地
上
式
配
水
タ
ン
ク

「エンジェルわらぶー」の
Ｔシャツ2種類販売決定

　

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ａ
Ｌ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
の

高た
か

見み

沢ざ
わ

俊と
し

彦ひ
こ

さ
ん
デ
ザ
イ
ン

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー「
エ
ン
ジ
ェ
ル
わ
ら
ぶ
ー
」

の
Ｔ
シ
ャ
ツ（
上
写
真
）を
２

種
類
販
売
し
ま
す
。

●
販
売
／
20
日
＝
中
央
公
民

館　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

①
２
０
０
枚　

②
５
０
０
枚

21
日
か
ら（
平
日
の
み
）＝
市

役
所
１
階
市
民
活
動
推
進
室

①
２
０
０
枚　

②
３
０
０
枚

※
①
②
い
ず
れ
も
１
人
３
枚

ま
で　

問
い
合
わ
せ
＝
政
策

企
画
室
（
緯
433
・
７
６
９
８
）

①
「
エ
ン
ジ
ェ
ル
わ
ら
ぶ
ー

Ｔ
シ
ャ
ツ
」
②
「
蕨
書
き
順
（
わ
ら
ぶ
ー

バ
ー
ジ
ョ
ン
）
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
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わ
ら
び
の
野
鳥
・
虫
・
草
　
　
○

念
演
奏
会
（
お
知
ら
せ
版
８

㌻
参
照
）
に
出
演
予
定
の
、

金
管
五
重
奏
団
「
Ｂバ

ズ

ｕ
ｚ
ｚ

Ｆフ

ァ

イ

ブ

ｉ
ｖ
ｅ
」。ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

担
当
の
加
藤
直
明
さ
ん（
中

央
３
丁
目
・
34
歳
）は
、「
蕨
の

新
た
な
文
化
の
発
信
地
で
、そ

の
第
一
歩
に
関
わ
れ
る
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
す
」と
意
気

込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

Ｂ
ｕ
ｚ
ｚ 
Ｆ
ｉ
ｖ
ｅ
だ
け

で
な
く
、
ソ
ロ
活
動
や
講
習

会
な
ど
、
幅
広
く
活
躍
し
て

い
る
加
藤
さ
ん
が
ト
ロ
ン
ボ

ー
ン
に
出
会
っ
た
の
は
、
小

学
５
年
生
の
と
き
。
合
奏
ク

ラ
ブ
の
先
生
か
ら
の
紹
介
で

し
た
。ス
ラ
イ
ド
と
い
う
Ｕ
字

管
が
伸
縮
す
る
様
子
に
ひ
と

め
ぼ
れ
。「
や
り
た
い
」
と
即

答
し
ま
し
た
。更
に
、中
学
入

学
前
の
定
期
演
奏
会
で
、
蕨

育
ち
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者

の
音
色
に
感
動
し
、そ
の
先
輩

の
背
中
を
追
い
続
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
東
京
芸
術
大
学

を
経
て
、
プ
ロ
の
世
界
へ
。

で
も
、
半
年
以
上
、
仕
事
が

な
い
時
期
も
あ
り
、
悔
し
涙

を
流
し
な
が
ら
、
ひ
た
す
ら

練
習
に
励
ん
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
成
果
か
、
数
少
な
い
出

演
機
会
で
確
実
に
期
待
に
応

え
る
演
奏
を
し
て
、
仕
事
の

依
頼
が
増
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
今
も
変

わ
ら
ず
、練
習
の
日
々
で
す
。

　

そ
ん
な
加
藤
さ
ん
が
、

「
自
分
の
居
場
所
を
確
認
で

き
る
存
在
」
と
表
現
す
る
Ｂ

ｕ
ｚ
ｚ 

Ｆ
ｉ
ｖ
ｅ
は
、
年
末

ま
で
、
全
国
で
46
公
演
を
行

い
ま
す
。
換
算
す
る
と
、
３

日
に
１
公
演
と
い
う
人
気
ぶ

り
。「
自
分
た
ち
が
奏
で
る

メ
ロ
デ
ィ
を
通
し
て
、
多
く

の
人
に
音
楽
の
楽
し
さ
や
魅

力
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
加
藤
さ
ん
。
そ
の
願
い
を

込
め
た
音
色
で
、
聴
く
人
の

心
を
つ
か
ん
で
離
し
ま
せ
ん
。

輝いていま  ひと
トロンボーン奏者　　

広
報
蕨　

七
〇
八
号　

平
成
二
十
二
年
九
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

303

も
っ
と
広
げ
た
い｢

音
楽
の
裾
野｣

加
か

藤
とう

 直
ただ

明
あき

 さん

月
２
日
に
開
か
れ
る
、

「
く
る
る
」の
開
館
記

引
き
継
が
れ
て
も
、
各
企
業

で
は
、当
時
と
変
わ
ら
ず
、こ

だ
わ
り
を
持
っ
て
製
品
の
製

造
・
加
工
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
て
既
に
人
口
過
密
状
態
だ

っ
た
蕨
市
。
工
場
が
住
宅
や

商
店
と
混
在
す
る
な
か
、
企

業
経
営
は
公
害
問
題
な
ど
厳

　

ぷ
ら
っ
と
わ
ら
び

西
ル
ー
ト
26
番
目
の

停
留
所
「
蕨
工
業
団

地
」
で
下
車
す
る
と
、

目
の
前
に
あ
る
蕨
工

業
団
地
。
４
５
０
０

平
方
㍍
の
敷
地
に
金

型
や
機
械
部
品
の
製

造
・
加
工
な
ど
、８
つ

の
企
業
が
軒
を
連
ね
、

協
同
組
合
を
組
織
し

て
い
ま
す
。そ
の
協
同

組
合
が
先
月
、設
立
30

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

30
年
前
、
首
都
圏

の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

ぷらっと・わらび・小さな旅
錦
町
２
丁
目
の

蕨
工
業
団
地

ク
ロ
ベ
ン
ケ
イ
ガ
ニ

　

７
月
27
日
、
第
一
中
学
校

生
徒
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

清
掃
の
取
材
で
緑
川
へ
。
そ

こ
で
出
会
っ
た
の
は
、
ク
ロ

ベ
ン
ケ
イ
ガ
ニ
で
す
。
甲
幅

４
㌢
の
小
さ
な
カ
ニ
で
す
が
、

御
覧
の
と
お
り
、
甲
羅
が
岩

の
よ
う
に
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
て
い

て
、
武む

蔵さ
し

坊ぼ
う

弁べ
ん

慶け
い

を
ほ
う
ふ

つ
と
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
名
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

主
に
水
辺
に
生
息
し
て
い
ま

す
が
、
陸
上
生
活
に
も
適
応

で
き
、
乾
燥
し
た
状
態
で
約

80
時
間
生
き
続
け
た
と
い
う

実
験
デ
ー
タ
も
あ
る
よ
う
で

す
。
た
だ
、
こ
の
日
は
暑
か

っ
た
せ
い
か
、
す
ぐ
に
水
中

に
飛
び
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

し
い
条
件
に
直
面
し

て
い
ま
し
た
。

　

蕨
工
業
団
地
は
、

そ
ん
な
住
工
混
在
の

問
題
の
解
消
と
産
業

基
盤
の
安
定
を
目
的

に
建
設
さ
れ
た
も
の

で
す
。
当
初
は
７
つ

の
企
業
で
形
成
さ
れ
、

初
代
経
営
者
が
、
お

互
い
に
企
業
努
力
を

重
ね
、
物
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
、
経

営
者
が
２
代
目
へ
と

蕨工業団地前を走るぷらっとわらび

10


